










































































































































































































































































































































































































































































































































従属変数 R2 F値 独立変数 偏相関係数
肯定的授業評価 O．333 20．993　＊＊
自分の考えを話すこと　　　　0．309＊＊
他のグループメンバーの話をき　　　　　　　　　　　　　　　O．176くこと
他のグループメンバーがあなた　　　　　　　　　　　　　　　O．　050の話をきいてくれること
自分の考えを話すこと　0．439 50．27　＊＊＊
他のグループメンバーがあなた
の話をきいてくれること
他のグループメンバーの話をき
くこと
O．353　＊＊＊
O．191　＊
”＊吹モn．001，”pく0．01，＊p＜0．05
た．また【良好な関係形成のためのコミュニケー
ションスキルの向上】が語られ，最後に【ピア・エ
デュケーションの意味づけ】として，〈体験の自
己への肯定的意味づけ〉と同時にく対象への効力
の不確かさ〉が語られていた（表7）．
考　　察
　本研究では，性イメージを評価する質問項目と
して，妊娠，出産，中絶などの言葉は採用しなか
った，イメージは外的世界を心の中に表出するシ
ステムであり，感覚的な様相に依存するものであ
る15）ため，具体的行為であるこれらの言葉は不適
当である．また，性イメージの男女差は容易に推
察されるが，男女を同じ次元で比較するために，
あえて全データを因子分析に用いた．
　まず，性イメージについて得点が高い項目の順
序が，男女とも比較的類似しており，それらは性
に対する真摯なイメージを表すものであったこと
から，第一に，中学生が最も強く抱く性イメージ
は真摯なものであることが示唆された．一方，男
女差がみられた項目で男子の得点が高いものは性
を現実的評価の対象とイメージする項目であるの
に対し，女子では情緒性をイメージする項目とな
っており，男女の性差が示唆された．東・小倉16）
は，セクシュアリティーに関する規範は（セクシ
ュアリティーの秘匿性のため）その時代や文化に
よって変容しがたい強固な規範であり，セクシュ
アリティーにおける性役割のステレオタイプにつ
いて，男性は女性と比して肉欲的であり，女性は
情緒的であると述べている．今回得られた結果は，
中学生が既に性差を有する性役割規範を獲得して
いる可能性を示している．ここでいう性役割規範
とは性道徳や性倫理とは異なるものである．性教
育が担うべきは，対象者が自ら持つセクシュアリ
ティー規範を自覚した上で道徳的・倫理的に性行
動を自己決定する能力の育成であると考える，
　次に，中学生のピア・エデュケーションの体験
を考察すると，中学生がピア・エデュケーション
による性教育のグループワークを活発に行うこと
ができることと肯定的な授業評価とが関連してお
り，グループワークの活発さは効果的な性教育の
ための大切な要素と考えられた．中でも，ピア・
エデュケーションによる性教育では，対象者が自
ら話す体験が重要である．したがって，ピア・エ
デュケーターはグループワークにおいて対象者が
自分の考えを他者に伝えることができるよう配慮
する必要がある．また，対象者が自ら話すために
は「聞いてもらえる」環境が必要であり，エデュ
ケ・一一一ターができる具体的援助行動の1つとして，
グループの仲間であるエデュケーター自身が個々
の対象者の話にじっくりと耳を傾けることの重要
性が示唆された．このことは，ピア・エデュケー
ションにおいて積極的傾聴をはじめとしたカウン
セリングスキル17）を実施者が獲得する必要性の確
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表7　ピア・エデュケーターの体験
【ピア・エデュケーター同士での話し合い】
　〈はじめた頃のしっくりしない感じ〉
　　当初のやりづらい雰囲気・意見交換の必要性の自覚・発言の躊躇
　く時間的圧迫〉
　　課題達成義務・焦燥感
　く意見を言い合うこと〉
　　意見表明と衝突から意見交換および建設的議論
　く自分を振り返って，よりょく話し合えるように努力すること〉
　　セルフモニタリングと表現方法の工夫
【学校への反発と調整】
　　教育内容の対立・教育内容や教育方法の調整
【ピア・エデュケーションの実施】
　〈自分に求められる役割を考え，工夫すること〉
　　伝達方法の工夫・自己のモデル意識と模範的行動・ピアである自分の役割
　く緊張〉
　　不十分なディスカヅション・心理的余裕のなさ
【良好な関係形成のためのコミュニケーションスキルの向上】
　　傾聴と受容の実践・相談者の自己解決を思案・客観的に聞く態度
【ピア・エデュケーションの意味づけ】
　〈体験の自己への肯定的意味づけ〉
　　いろいろな経験・やり遂げた満足感・「得るもの」の多さ
　く対象への効力の不確かさ〉
　　提供できるものがあったのか不安・自己満足の疑念
認とも言える．
　また，今回実施したピア・エデュケーションに
よる性教育は，男子よりも女子でより肯定的に受
け入れられ，好感をもたれていた．理由の1つと
して男子における性役割規範が考えられるが，一
般的に知られている男子の自己開示のし難さ18）か
ら，話し合いを中心としたピア・エデュケーショ
ンを女子よりも肯定的にとらえられなかったと推
察する．また，望ましい性教育提供者の男女比較
によって，男子は女子よりも一般的に女性的イ
メージを持った看護師を望まず，男性的イメージ
を持った医師をより強く希望していたことからも，
ピア・エデュケーターのほとんどが女性であった
今回のピア・エデュケーションが女子よりも男子
で肯定的に受け入れられなかった一因と考える．
一方で，人は大集団よりも小集団で自らを語るこ
とができる．男性であれ女性であれ，適切なコミ
ュニケーションカは良好な性的人間関係の構築に
つながる19）ため，今後はより小集団でのピア・エ
デュケーションの実施，男性のピア・エデュケー
ターの育成など，男女ともにより受け入れやすい
設定としていくことが重要である．
　ピア・エデュケーターの体験については，活動
の初期では人間関係が構築されておらず，〈しっ
くりしない感じ〉を持っていたエデュケーター達
が【ピア・エデュケーター同士での話し合い】で互
いにぶつかり，〈時間的圧迫感〉を感じながらも
く意見を言い合う〉過程を通じ，自らく自分を振
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り返って，よりょく話し合えるよう〉相互に努力
しながら，試行錯誤してプログラムを作り上げて
きた体験を窺うことができる．これは，エデュ
ケーターの人間関係が相互に成長し合う関係へと
発展していった過程であり，互恵性のある仲間関
係への発展とも言えるだろう．また，【学校への
反発と調整】の体験は，ピア・エデュケーターと
は社会的立場が異なる学校の意向に接し，内的反
発を感じながらも共通の目的のために妥協という
選択を行った過程であった．【ピア・エデュケー
ションの実施】では対象者から見た自分を意識し，
〈自分に求められる役割を考え〉て行動しようと
していたが，対象者との関わりというよりはむし
ろく緊張〉した体験として強く残っており，自分
達の〈対象者への効力〉は定かではないと感じて
いた．そして，これらの活動によって，日常生活
において【良好な関係形成のためのコミュニケー
ションスキルの向上】を感じるという個人的体験
をしていた．ピア・エデュケーションを行うため
の全ての活動は個人ではなし得ない，性という人
間の本質を考えながらの人間と人間の深い話し合
いが基盤にある．このことが，エデュケーター自
身のコミュニケーションスキルを発展させたと考
える．活動全体を通してエデュケーターは真剣で
あり，真剣だったからこそ，困難や衝突がありな
がら仲間と深く話し合い，体験にく肯定的意味づ
け〉がなされたと推察された．
　全体を統合すると，ピア・エデュケーターの体
験は，エデュケーター相互の真剣な関わりを通し
てコミュニケーションスキルを向上させ，コミュ
ニケーションスキルの向上は仲間関係をよりょく
するという，循環的な関連が想定された．また，
エデュケーターの向上したコミュニケーションス
キルによって，対象者は，仲間が話をきいてくれ
ていると感じ，自らを語り，それが肯定的授業評
価さらにはポジティブ性イメージへと関連してい
く構造が想定された．より効果的なピア・エデュ
ケーションとなるためには，エデュケーターのコ
ミュニケーションスキルの向上が重要な要素であ
る．エデュケーターのコミュニケーションスキル
を向上させるためのトレーニングはもちろん必要
であるが，今回ピア・エデュケーター達が活動を
通して自らコミュニケーションスキルを向上して
いたことから，エデュケーターを援助する立場に
ある者は指示的にならず，エデュケーターの力を
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信じ，十分に力を引き出せるよう支えていくこと
も大切である．
結　　語
　本研究では大学生がピア・エデュケーターとな
って中学生に対し実施されたピア・エデュケーシ
ョンによる性教育を，実施者と対象者である大学
生と中学生双方の視点から，その効果の構造を検
討した．
　対象者である中学生の性イメージは，ポジティ
ブ性イメージとネガティブ性イメージからなって
おり，中学生が既に性差を有する性役割規範を獲
得している可能性が示唆された．一方，中学生の
本性教育プログラムに対する授業評価は肯定的評
価と否定的評価からなっていた．肯定的評価はポ
ジティブ性イメージと相関があった．同時に，肯
定的評価は，セクシュアリティーについてのグ
ループワークにおいて，自ら話すことに影響を受
けており，話すことはグループメンバーが話を聞
いてくれたことに影響されていた．また，男子よ
りも女子で肯定的授業評価が高かった．実施者で
ある大学生は，本活動を通してコミュニケーショ
ンスキルを向上させていた．このことが，グルー
プワークにおいて対象者の話をよく聴き，セクシ
ュアリティーに関する語りを支える力となり，セ
クシュアリティーの肯定的受け止めに寄与してい
たと推察された，
　今後，より小集団でのピア・エデュケーション
の実施や男性のピア・エデュケーターの参加，ピ
ア・エデュケーターのカウンセリングスキル向上
などにより，セクシュアリティーについて男女と
もによりよく語り合えるプログラムをつくること
が，ポジティブ性イメージをもち，健やかな性行
動を決定するために効果的であると考える．
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